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株 主 の 皆 様 へ �

株主の皆様には、ますますご清栄のこととお慶び申し上

げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。�

さて、当社第37期（平成17年4月1日～平成18年3月31日）

の営業の概況についてご報告申し上げます。�

�

第37期（平成17年4月1日～平成18年3月31日）の

業績について�

当期の売上高は、17,473百万円（前期比4.3%増）とな

りました。前期の新潟県中越地震による仮設住宅の大型

建設受注などの特需を除くと、前期比12.6%の増加となり

ます。特にユニットハウスのレンタルの売上高が、10,609

百万円（前期比11.1%増）となったことが、大きく業績の

向上に寄与しました。民間設備投資の増加に伴い、建設

現場向けユニットハウスの受注も好調に推移し、稼働率も

高水準で推移しています。�

一方、利益面におきましては、SPACE NAVI事業（ユニッ

トハウスの展示販売）の新規出店、およびU-SPACE事業

（収納スペースのレンタル）の新規出店・閉鎖に伴い、販

管費が増加しました。店舗スタッフや建築技術者の積極

採用による人件費の増加や新規店舗の経費の増加が影

響しております。その結果、当期の営業利益は1,234百万

円（前期比28.6%減）、経常利益は1,145百万円（前期比

31.9%減）となりました。�

�

第38期（平成18年4月1日～平成19年3月31日）の

見通しについて�

SPACE SERVICE事業の建設現場向けの仮設ユニッ

トハウスのレンタルについては、民間設備投資の増加に伴

い、38期も大手ゼネコンを中心として、堅調に推移すると

予想しております。引き続き、レンタル用ユニットハウスへ

の投資を積極的に行い、市場シェアの拡大を図る計画です。�

U-SPACE事業につきましては、販売拠点の拡充を推し

進めるため、積極的な投資を行ってまいります。また、今後

の事業拡大の柱として位置づけている、個人や中小企業

のお客様向けにユニットハウスを販売するSPACE NAVI

事業では、販売拠点を拡大するとともに、オフィス用ユニッ

トハウス【Quo（クオ）】の販売に努めてまいります。�

�

Join the Frontier�

「組織は、その時々の社会システムに必要とされなけれ

ばならない。」これは私

の信念です。21世紀の

キーワードの1つである「資

源循環型社会の形成」

に貢献していくことが、三

協フロンテアの存在理

由であると考えています。

当社では、「Join the 

Frontier」を当期のスロー

ガンに掲げました。これは、

「モバイルスペースを通

じて、資源循環型

社会を実現する」と

いう私たちの存在

理由を、全社員で今

一度確認しあい、こ

の思いをお客様や

株主の皆様、取引

先や学生など、様々

な方に拡げていこう

とするものです。�

産業廃棄物の排

出量の約60%が取り壊した建築物等から排出される建設

廃棄物であるといわれています。当社のユニットハウスは、

移動可能かつ再利用可能な建物であり、撤去・移設時に

もほとんど廃材が排出されません。このような繰り返し使え

る当社のユニットハウスは、資源循環型社会の実現に寄

与するものと考えています。我々の成長が地球環境改善

につながるとの認識をもち、製品を通じて社会に還元でき

ることを社員一人ひとりが真摯に考え、行動してまいります。�

　�

株主の皆様方のご期待に添えることができるよう、全社

一丸となって取り組んでいく所存でございますので、今後と

もより一層のご指導、ご鞭撻を頂戴できますよう、衷心より

お願い申し上げます。�

平成18年6月�

産業廃棄物の排出量�

モバイルスペースを通じて、�
資源循環型社会の実現を目指します。�

出所：日本経団連 環境自主行動計画「廃棄物対策編」�
　　　　　　─2005年度フォローアップ調査結果─�
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業 績 ハ イ ラ イ ト � ト ピ ッ ク ス ＆ ニ ュ ー ス �

平成17年10月22日から開催された東京モーターショーで

は、事務所や店舗として、約260棟のユニットハウスを出荷

しました。�

チケット売り場やグッズの販売ブース、食品販売店舗、控

え室、救護室など、用途は様々。設置・建て方作業は3日間

で行い、東京モーターショー終了後は2日間で解体作業を

終了しました。ユニットハウスのレンタルとは、「人材派遣業」

ならぬ「空間派遣業」のようなもの。変化する空間需要に

対応し、必要なときに必要なだけ空間を提供しています。�

東京モーターショーをはじめとして、短期間のイベント時

には、イベントを盛り上げる影の立て役者として、ユニットハ

ウスが様々なところで空間を創り出しています。�

�

東京モーターショーで約260棟の�
ユニットハウスをご利用いただきました。�

東京都港区青山に、期間限定のカフェがオープン。この

カフェは、ブランドショップ、オープン前のプロモーションを目

的として誕生しました。�

当社のユニットハウス『Quo（クオ）』を用いたこの空間は、

カフェとして利用される前に、写真展示会場として利用され

ていました。今回、ユニットハウスの枠組はそのままに、パネ

ルの変更と内装工事により、全く違った建物に生まれ変わ

りました。�

プロモーション期間が終了し、役目を終えた『Quo』は当

社が回収し、整備を行ってから、新たな活躍の場へと出荷

します。�

期間限定の空間を創りだすユニットハウスは、都市のす

き間を刺激する「街のカンフル剤」として、活躍しています。�

期間限定のカフェとして、�
弊社のユニットハウスが採用されました。�

（注） 1）1株当たり当期純利益は、自己株式を控除した期中平均発行済株式総数により算出しております。�
　　      また、1株当たり純資産額は期末発行済株式総数から自己株式数を控除した株式数により算出しております。�
　　  2）平成17年11月18日付けをもって普通株式1株につき2株の割合をもって分割しております。�
　　　 なお、第37期の1株当たり当期純利益及び1株当たり純資産は、期首に分割が行われたものとして計算しております。�

免責条項　�
本報告書で記述されている通期の業績見通しなど将来についての事項は、予期しない経済状況の変化など様々な要因の影響を受けるため、その結果については当社が保証するものではありません。�
�
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受付案内所�
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夜間のライトアップ�
�

店内の様子�
�

期別�
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事 業 別 の 概 要 �

SPACE SERVICE事業の売上高は、前期比884百万

円（7.8％）増加の12,222百万円となりました。都市部を中

心に建築市場が活況していることや、プレハブから、安全

面や環境面でより優れているユニットハウスへの移行が進

んでいることなどを背景としています。第37期の稼働棟数は、

全ての月で前年を上回るペース（前期比11.4%増）で推

移しました。�

今後も引き続き、当社の強みを生かせる中～大型の連

棟物件の受注獲得に注力していきます。また、レンタル用

ユニットハウスへの投資を積極的に行い、市場シェアの拡

大を図っていきます。�

SPACE NAVI事業の売上高は、前期比818百万円（25.5
％）増加の4,021百万円となりました。高品質・低価格の
事務所用ユニットハウス『クイックオフィス・クオ【Quo】』の
受注が拡大しています。�
第37期は、より多くのお客様のご要望に対応できるよう、

【Quo】の製品開発を進め、バリエーションを増やしました。
その結果、2階建てや多連棟、寒冷地での設置が可能とな
りました。また、お客様に「建物を提供する」だけでなく、「時

間という価値を提供する」という提案営業の強化に努めて
います。ユニットハウスの特異性により生み出される価値
により、他製品との差別化を図っていきます。�
また、店舗数は、当期末88店舗となりました。今後も引き
続き、新規出店を計画し販売拠点を拡充します。そして、中
古ユニットハウスを拡販する営業拠点から、【Quo】を中心
とした新棟のユニットハウスを拡販する営業拠点へとシフト
していきます。�

仮設ユニットハウスのレンタル・販売。ゼネコン向けの建設現

場事務所だけでなく、イベント時には物販ブースや保管庫と

して、災害時には仮設住宅として、様々なシーンで活躍してい

ます。�

SPACE SERVICE事業�

U-SPACE事業の売上高は、前期比141百万円（44.8％）
増加の459百万円となりました。従来から推し進めてきた、
屋外にユニットハウスを設置するタイプから、ユニットハウス
により大型店舗を建設し、その中を間仕切り、建物には防
犯設備や空調設備、照明設備などが備わっているタイプ
へと、店舗モデルの変更を行っています。この方針の変更
は、今後起こると予想されるトランクルーム業者間の価格
競争に対応することと、サービスの差別化をすることで将
来の事業拡大につなげるためのものです。�
このような、空調やセキュリティを強化した高付加価値ト
ランクルームへ移行するため、従来の店舗の閉鎖および
新規出店を行っています。その結果、当期末においては83
店舗5,863BOXとなりました。今後も新規出店をすすめ、レ
ンタルスペースビジネスの拡大を図っていきます。�

ご家庭のお荷物やオフィスの書類・在庫品など、あふれかえ

る荷物をまとめて収納するスペースを提供するトランクルー

ムサービス。すっきり快適な生活をサポートします。�

「あなただけのスペース ～U-SPACE～」をご活用ください。�

U-SPACE事業�

お客様の必要な空間をご案内・ご提案する店舗、それが

SPACE NAVIです。事務所として、店舗として、倉庫として、様々

な用途にご利用いただけるユニットハウスを販売しています。�

SPACE NAVI事業�

※事業の名称を『TP』事業から、『SPACE SERVICE』事業に改称しました。「必
要なときに必要なだけ空間を派遣する」というコンセプトを、より明確に打ちだし
ていくためです。�

お客様に貴重な時間をご提供します。�お客様に貴重な時間をご提供します。�

オフィス向けのユニットハウスシリーズ【Quo（クオ）】。SPACE 
NAVIで販売している主力商品で、主に、中小企業のお客様に販
売しています。今回の事業報告書の表紙にある物件も、全てこの
【Quo】を使用しています。�
　【Quo】の最大の特徴は、その名の由来「クイック・オフィス」の
通り、全ての過程で「速い」こと。ご来店からご契約まで、ご契約か
らお引渡まで、そしてご利用開始後も、様 な々「時間」のメリットがあ
ります。お客様に余計な時間や手間をとらせません。短縮された時
間は、お客様のお仕事やプライベートに活用していただけます。�
　【Quo】によって建物を建てることに、どんな付加価値があるのか。
私たちは「時間」という付加価値をつけて、お客様にご提案してい
きます。�

URL：http://www.spacenavi.net/quo/
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工 場 紹 介 �

今回は、当社の主力工場の１つ、新潟工場をご紹

介します。高い品質を維持しながら、安定した供給を

実現するため、徹底的な品質管理体制で生産現場を

管理するスタッフたち。エンジニアとしてのプライドが、

製品を創り出す原動力となっています。�

2004年の夏に生産ライン改革を行い、溶接ロボットを

導入。これまで人的作業だった溶接作業をロボット化し、

生産能力の増強を図りました。この設備投資の結果、月

産700棟～800棟だったのが、月産1,000棟まで生産可能

となっています。また、加工費を約20％削減しました。第

37期には、約11,300棟のユニットハウスを生産しています。�

ロボットによる屋根部分の溶接です。このほか、
床や各種パネルの溶接があります。�

最長174mの生産ライン。�
整理・整頓・清潔・清掃を心がけています。�

ロボットにより片側を溶接した後、自動で反
転させ、反対側をさらに溶接します。�

エンジニアとしてのプライドがあります。�

溶接ロボット導入により、加工費のコストダウンと�
生産性の向上を達成しました。�
�

ユニットハウスの生産工程�

工場内全体の様子� 溶接工程①� 溶接工程②�

焼付塗装により、安定した品質の塗装を行
います。�

塗装工程�

電気配線や内装を施した屋根、床、柱などを
組立てます。�

組立工程�

完成したユニットハウスは折りたたまれてストッ
クヤードに保管されます。�

出荷待ち�

2004年11月に発生した新潟県中越地震のときには、

応急仮設住宅建設に対応するため、新潟工場では生産

体制を2交代制にして対応。月産1,500棟を超えるユニッ

トハウスを生産しました。�

新潟県中越地震では、応急仮設住宅359戸を�
設置しました。�

新潟工場　工場長�

松崎和秀�
新潟工場は主にレンタル用ユニッ

トハウスの生産を行っており、設

備投資や改善活動によって生産

能力向上を図っています。今後も

適正在庫管理を推進し、より高度

な生産技術の構築を目指します。�

新潟工場�
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基本情報�
住所�
総面積�
創設�
生産製品�
標準生産能力�
従業員数�
�

新潟県北蒲原郡聖籠町　�
約68,000㎡（約20,800坪）�
1990年�
主にレンタル用ユニットハウス　�
月産約1,000棟�
100名�

応急仮設住宅（外観）� 応急仮設住宅（内観）�



コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン �

第37期中間事業報告書アンケートでは、株主の皆様

から多くの貴重なご意見・ご感想をいただきました。ご協

力いただきました方々に対し、厚く御礼申し上げます。当

社では、株主の皆様からいただいたご意見を真摯に受け

止め、今後の経営方針やIR活動に反映させていきたい

と考えております。�

当社は、これから、株主の皆様と双方向のコミュニケー

ションを推進し、長期にわたって皆様からご支援いただけ

るよう、全社一丸となって企業価値向上を目指してまいり

ます。今後ともアンケートへのご意見、ご協力をお願い申

し上げます。�

ご回答者の属性�

特に、「工場見学をしたい」とい

うご要望をいただきました。今回の

事業報告書で、弊社の主力工場

である新潟工場を一部ご紹介い

たしましたが、いかがでしたでしょうか。

分かりにくかった点、取り上げてほ

しいテーマなど、ご意見をお聞かせ

ください。まずは、事業報告書やホー

ムページを利用して、情報を開示

しながら、今後は個人投資家向け

の説明会や工場見学なども検討

したいと考えております。�

性別�

株式保有期間�

当社の株式の購入ポイントは�
何ですか。�

配当62%

将来性51%業績36%

株式分割22%

株価20%

証券会社の勧め15% 商品が魅力的6%
はい60%回答なし5%

いいえ35%

年代別�

（複数回答可）�

Q

A

説明会や工場見学に参加したいですか。�Q

A

株主アンケート結果のご報告�

回収率�

26.5％�

ご回答者総数�

225名�

株主様からの声�

2006年4月に当社ホームページをリニュー

アルいたしました。今後、事業報告書・ホーム

ページをはじめとするIRツールのさらなる充実

を図り、株主の皆様にとって有益な情報の適

時開示に努めてまいります。皆様からのご意

見を参考に、IRツールの見直しを図ってまいり

ますので、ぜひ、ご意見・ご要望をお聞かせくだ

さい。�

�

SPACE NAVIの店舗では、ユニットハウスを

展示しており、出来上がった実物を目で見て確

かめていただくことができますので、安心してご

購入いただけます。そのため、展示してあるタイ

プと同じものをご希望されるお客様が多くいらっ

しゃいます。また、営業スタッフは嘱託社員とパー

ト社員の2名で、お客様とのコミュニケーション

を大切にした店舗づくりを行っています。�

モデル店舗である柏中央店（千葉県柏市）

では、第37期にショールームを設置いたしました。

これは【Quo】の5連棟2階建ての建物で、ユニッ

トハウスの1つひとつがオフィス、ショップ、リビン

グなどに分けられています。これまでのユニットハウス

のイメージを覆す建物として、お客様からの注目も高く、

遠方よりご来店いただくお客様もいらっしゃいます。�

ホームページ�
でのIR情報を�
充実させて�
ほしい。�

SPACE NAVI�
の店舗は、�
どんな店舗�
ですか。�

0 20 40 60 80 100

70代以上28%
40代9% 30代10% 20代1%

50代23%60代28%

半年以内8%
3年～10年40%

回答なし2%10年以上11%

回答なし1%

女性16%
回答なし6%

男性78%

半年～1年19% 1年～3年20%
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http://www.sankyofrontier.com/ir/index.html

SPACE NAVI柏中央店のショールーム�


